
十
九
世
紀
初
期
の
パ
リ
音
楽
院
に
お
け
る
対
位
法

ー
諸
対
位
法
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
｜

諸対位法の関係をめぐってー

序
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
十
九
世
紀
初
期
は
、

一
七
九
五
年
の
パ
リ
音
楽
院
設
立

に
伴
い
、
作
曲
の
教
育
と
い
う
目
的
の
下
音
楽
理
論
が
体
系
化
さ
れ
始
め
た
そ

の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、

一
八
二
四
年
に
は
音
楽
院
に
お
け
る
新
し

十九世紀初期のパリ音楽院における対位法

い
対
位
法
と
フ
l
ガ
の
認
定
図
書
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
H
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
エ

テ
ィ
ス

（甲山口

2
5’』
o
z
u
v
宗
門
広
パ
リ
音
楽
院
対
位
法
と
フ
l
ガ
の
教
授

一
八
二一

1
一
八
三
三
年
）
著
弓
s
h
h
a
c
gミ
可
問
、
三
三
三
号

E
p
h判定
『対

位
法
と
フ
l
ガ
概
論
』
（
一
八
二
四
年
初
版
）
が
採
用
さ
れ
た
。
本
書
出
版
に
は
、

表
裏
二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
こ
の
時
代
ま
で

に
著
さ
れ
た
対
位
法
と
フ
l
ガ
に
関
す
る
理
論
教
育
書
の
内
容
に
、
十
九
世
紀

初
期
当
時
の
音
楽
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
理
論
を
補
完
す
る
こ
と

（h
Z
E
E
E

巾同白－

E
N中
）、
②
ア
ン
ト
ワ
l
ヌ
・
レ
イ
ハ

（〉
D
5
5巾
F
w－
各
国
パ
リ
音
楽

院
対
位
法
と
フ
ー
ガ
の
教
授

一
八

一
八
1
一
八
三
六
年
）
の
弘
明
白
文
『
可
Q
札
円
恥

大

迫

知

佳

子

門
出
向
、

H
Q
に
な
円
。
き
も
O
印
刷
足
。
ロ
ヨ
ロ
印
刷
円
Q
N
司
『高
等
作
曲
理
論
』
（
一

八
二
四
1

一
八
二
六
年
初
版
）
へ
の
、

ル
イ
！
ジ
・
ケ
ル
ビ

l
ニ
（
戸
己
↑
ぬ
－

nFσ

コ』
σ↑ロ－

パ
リ
音
楽
院
作
曲
の
教
授

一
七
九
五

1
一
八
二
二
年
同
音
楽
院
院
長

一八
二
二

1
一
八
四
二
年
）
と、

フ
ェ
テ
イ
ス
の
異
議
を
含
め
た
理
論
を
公
に
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す
る
こ
と
（
巧
出
口
問

2
5
Z
E巴

ωや品。・

Z
R
F
0
5
5
2
一
ω
N・
富
山

m
2

昌
司
一
N
吋’
ωH
）、
と
い
う
こ
つ
で
あ
る
。

後
者
の
目
的
に
関
連
し
て
、
諸
先
行
研
究
は
、

「厳
格
な
規
則
を
重
ん
じ
た

守
旧
的
理
論

（ケ
ル
ビ

l
ニ
、
フ
エ
テ
イ
ス
）
対
自
由
な
発
想
に
よ
る
理
論

（レ

イ
ハ
こ

と
い
う
三
人
の
理
論
問
の
対
立
を
見
て
い
る

（

H
E
P－
何
日
ヨ
田
口
己
巾

5ω
吋
一
話
・
∞
弁
ス
ト
ー
ン

一
九
九
五
一

一
一
一六
｜
一
一
一
七、

H
S
D
H
－D
E
S
－

ロ
ポ
ロ
∞
）。

し
か
し
、
こ
の
見
解
は
主
と
し
て
三
人
の
理
論
書
を
巡
る
諸
著
述

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
そ
の
も
の
に
よ
る
根
拠
づ
け
は
未

だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
『対
位
法
と
フ
l
ガ
概
論
』
出
版
の
契
機
と
も
な
っ
た
、
ケ
ル
ビ
ー
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フ
ェ
テ
イ
ス
の
対
位
法

・
フ
ー
ガ
理
論
聞
の
関
係
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
単
純
対
位
法
を
中
心
に
詳

ニ
、
レ
J
e
ハ、

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
考
を
試
み
る
。
初
め
に
、
十
九
世
紀
初
期
の
パ
リ
音

楽
院
に
お
け
る
対
位
法
と
和
声
理
論
の
関
係
を
確
認
す
る
。
次
に
、
三
人
の
理

論
家
達
の
対
位
法
書
に
お
け
る
単
純
対
位
法
の
扱
い
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
理
論
を
比
較
し
、
相
違
点
を
解
明
す
る
。
最
後
に
、
解
明
点
を
通
し
て

諸
理
論
の
関
係
を
新
た
に
考
察
す
る
。

2
．
十
九
世
紀
初
期
の
パ
リ
音
楽
院
に
お
け
る
対
位
法
と
和
声
理
論
の
関
係

論
の
前
提
と
し
て
、

『対
位
法
と
フ
l
ガ
概
論
』
が
出
版
さ
れ
た
一
八
二
四

年
前
後
の
パ
リ
音
楽
院
に
お
け
る
対
位
法
教
育
の
位
置
付
け
を
確
認
し
て
お

く
。
ケ
ル
ビ
l
ニ
が
院
長
と
な
っ
た
一
八
二
二
年
に
定
め
ら
れ
た
音
楽
院
の
規

約
第
四
章
第
二
条
で
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
第
二
条
「
作
曲
」

ま
ず
、
和
声
お
よ
び
、

対
位
法
と
フ
l
ガ

を
履
修
し
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
作
曲
の
教
授
と
視
学
官
の
承
認
を
得
な
け

れ
ば
、
志
願
者
を
作
曲
の
ク
ラ
ス
へ
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い

（司弓円円巾
N
O
ON

一Nhq
）。

さ
ら
に
、
同
じ
規
約
の
第
三
条
で
は、

第
四
章
第
三
条
「
対
位
法
と
フ
l
ガ
」

ま
ず
和
声
の
ク
ラ
ス
を
履
修

し
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
和
声
の
教
授
、
対
位
法
と
フ
l
ガ
の
教
授
、
視
学

官
の
承
認
が
な
け
れ
ば
、
志
願
者
を
対
位
法
と
フ
l
ガ
の
ク
ラ
ス

へ
受
け

入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い

（日ぷ巾円円巾
N
O
O
N
－

N
hF
寸）。

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
音
楽
院
に
お
い
て
生
徒
達
は
、
和
声
か
ら
対
位
法

と
フ
l
ガ
へ
、

そ
し
て
作
曲
へ
と
い
う
習
得
の
段
階
を
踏
む
べ
き
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
は
、
対
位
法
の
教
育
に
つ
い
て
自
身
の
の
。
ミ
白
骨

円。ロマ句、。
3
円
三
門
出
向

ph判定
『対
位
法
と
フ
l
ガ
教
程
』
（
一

八
三
五
年
初
版
）

の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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」
の
［
対
位
法
と
フ
l
ガ
］
教
程
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
生
徒

諸
君
が
既
に
諸
和
音
の
理
論
、
ひ
い
て
は
和
声
理
論
を
習
得
し
て
い
る
こ

と
と
思
う
。
故
に
、

た
だ
ち
に
厳
格
対
位
法
に
取
り
掛
か
ろ
う

・
．
．
 

（
（

U
F巾
門
戸

σ一
口
』
的
色

一
H
）

さ
ら
に
、

『対
位
法
と
フ
l
ガ
教
程
」
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳
を
し
た
ス
テ
l
ぺ

L
V
ふ
h

晶、
y
t
 
一
八
三
五
年
六
月
二
十

一
日
付
の
音
楽
雑
誌
の
足
三
芯

3
5
X丘
町
号

N
U
Q

可礼
的
の

「
ケ
ル
ビ
l
ニ
に
よ
る
対
位
法
と
フ
l
ガ
教
程
」
に
お
い
て
、
対
位

法
を
学
ん
だ
後
に
作
曲
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
自
身
の
見
解
を
明
ら
か
に

し
、
こ
の

『対
位
法
と
フ
l
ガ
教
程
」
が
和
声
理
論
既
得
を
前
提
と
し
て
い
る



」
と
に
も
触
れ
、
同
書
を
称
賛
し
た

（ω
5
8巾
－

H
∞
ωω
一N
H
O
）。
す
な
わ
ち
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
や
そ
の
理
論
に
賛
同
す
る
も
の
達
は
、
対
位
法
と
和
声
理
論
を
別

の
も
の
と
み
な
し
、
和
声
理
論
を
習
得
し
た
後
に
対
位
法
を
学
び
、
対
位
法
を

習
得
し
た
後
に
作
曲
を
学
ぶ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

一 諸対位法の関係をめぐって一

一
方
レ
イ
ハ
は
そ
の
著
述
に
お
い
て
、
対
位
法

（円
。
三
円
3
0
E同
）
と
い
う

言
葉
に
関
し
て
「
「
対
位
法
』
と
い
う
言
葉
は
、
和
声
と
ほ
ぼ
同
義
語
で
あ
る
。
」

（
河
内
互
】
白
戸
∞
ω。・

3
φ
H
N
2
5白
印
・
己
・
一
∞
叶
に
も
同
様
の
表
現
）
と
い
う
姿
勢
を

取
っ
て
い
る
。
実
際
、
彼
が
対
位
法
と
フ
l
ガ
の
諸
規
則
を
扱
っ
た
と
さ
れ
て

「
高
等
作
曲
理
論
」
に
お
い
て
、

レ
イ
ハ
は
対
位
法
と
和
声
理
論
が
い
わ

い
る

ば
同
じ
も
の
と
し
て
習
得
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
論
を
す
す
め
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
例
え
ば
二
声
の
対
位
法
の
規
則
は
、
二
声
の
和
声
の
規
則
で
も
あ
る
。

フ
ェ
テ
イ
ス
は
、
対
位
法
、
和
声
理
論
、
作
曲
の
関
係
や
習
得
段
階
に
つ
い

十九世紀初期のパリ音楽院における対位法

て
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
理
論
に
関
す
る
彼
の
著
述
か
ら
そ
れ
を
窺
う

こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
フ
ェ
テ
イ
ス
は
、
叶可
Q
H
H臥

8
3』U
円四
円
札
内
向
。

5
ho江
市
内
円
門
出
向
宮
、
－
a
S
5
門
出
向
言
。
可
否
。
三
時

『和
声
の
理
論
と
実
践
の
総
論
』

を
は
じ
め
と
す
る
音
楽
理
論
に
閲
す
る
著
述
に
お
い
て
、
十
六
世
紀
以
前
の
多

声
作
品
を
和
声
理
論
の
観
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
が
生
涯

一
貫
し

て
主
張
し
た
彼
独
特
の

「四
つ
の
調
性
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
も
、
対
位
法
の

ひ
と
つ
の
規
範
と
み
な
さ
れ
て
い
る
パ
レ
ス
ト
リ
l
ナ
様
式
を
和
声
理
論
内
の

シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『対
位
法
と
フ
l
ガ
概
論
』

の
中
で
、
彼
が
対
位
法
と
和
声
理
論
を
互
換
的
に
論
じ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す

ヲ
h

》シ」、

レ
イ
ハ
と
同
様
、
フ
ェ
テ
イ
ス
に
と
っ
て
も
、
対
位
法
と
和
声
理
論
は

ほ
ほ
同
義
語
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

（表

一ー
ー
①
）。

3
．
ケ
ル
ビ
l
二、

フ
工
テ
ィ
ス
の
対
位
法

レ
イ
ハ
、

3 

対
位
法
書
に
お
け
る
区
分

次
に
、
三
人
の
対
位
法
書
に
お
け
る
単
純
対
位
法
の
扱
い
を
整
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
各
理
論
家
達
が
規
定
し
た
二
つ
の
区
分
に
つ
い
て
比
較
を
行
う
。

ケ
ル
ビ

l
ニ
は
、
対
位
法
に
関
す
る
書
と
し
て

「対
位
法
と
フ
1
ガ
教
程
』

を
上
梓
し
て
い
る
。
こ
の
書
は、

ケ
ル
ビ

l
ニ
の
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
る
ア
レ

（固
と
か
〈
可
）
が
パ
リ
音
楽
院
の
授
業
に
お
け
る
ケ
ル
ビ

l
ニ
の
教
授
事

項
を
纏
め
た
も
の
で
あ
お
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
、
転
回
の
な
は
単
純

19 

ヴ
イ

対
位
法

（
呼
び
方
は
単
に
「
対
位
法
」）
、
模
倣
、
転
回
の
あ
る
二
重
対
位
法
、
フ
l

ガ
の
順
で
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ビ

l
ニ
は
、
「厳
格
対
位
法
シ
ス
テ
ム
」

と

「自
由
な
作
曲
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
規
定
し
、
こ
の
単

純
対
位
法
、
模
倣
、

二
重
対
位
法
、

フ
ー
ガ
の
う
ち
、

フ
ー
ガ
を

「厳
格
対
位

法
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
「
自
由
な
作
曲
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
移
行
段
階
と
捉
え
た
。

そ
し
て
彼
は
、

生
徒
が
自
由
な
シ
ス
テ
ム
で
書
く
た
め
に
、
ま
ず

「厳
格
な
規

則

U
E
2円）
Z
m
mb
〈
PZ
印
」
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ

て
い
る

（口町内門巳
σ－ロ↑印・己・一
日）。

同
様
に
、
先
に
触
れ
た

「
ケ
ル
ビ
l
ニ
に
よ
る
対
位
法
と
フ
l
ガ
教
程
」
の
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中
で
、

ス
テ
l
ペ
ル
は
、
音
楽
が
教
会
（
門
2
己
主
巾
）
を
離
れ
た
こ
と
で
世
俗

化
し
、
そ
の
規
則
や
理
論
が
な
お
さ
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
憂
い
、

対
位
法
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ケ
ル
ビ

l
ニ
が
「
厳
格
な
規
則
」

の
習
得
を
目
指
し
た
背
景
に
は
、
音
楽
の
世
俗
化
に
よ
っ
て
自
由
さ
の
み
が
横

行
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
対
す
る
危
倶
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
ケ
ル

ピ
l
ニ
は
、
旧
い
作
曲
家
達
が
用
い
た
「
単
旋
聖
歌
の
調
性

E
E－
－
芯
門
吉

立白』

D
A
Z
E」
で
は
な
く
、

「
現
用
の
調
性
同

O
E－志
R
E巴巾
」
に
従
っ
て
厳

格
対
位
法
シ
ス
テ
ム
を
説
明
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
調
性

に
関
し
て
の
み
で
あ
り
、
和
音
に
関
し
て
は
旧
い
作
曲
家
が
使
用
し
て
い
た
和

音
し
か
用
い
な
い
と
も
彼
は
説
明
し
た
。

レ
イ
ハ
は
、
対
位
法
の
み
を
扱
っ
た
書
を
出
版
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
彼

は、

『
高
等
作
曲
理
論
』
に
お
い
て
、
パ
レ
ス
ト
リ
l
ナ
や
ブ
ッ
ク
ス
の
シ
ス

テ
ム
、
す
な
わ
ち
対
位
法
に
言
及
し
て
い
る
。
レ
イ
ハ
は
、
十
七
世
紀
末
ま
で

と
現
用
の
「
和
声
」
シ
ス
テ
ム
を
分
け
、
前
者
を
「
旧
シ
ス
テ
ム

（
厳
格
ス
タ

イ
ル
）
」
、
後
者
を
「
現
シ
ス
テ
ム

（
自
由
ス
タ
イ
ル
ご
と
し
た
。
彼
は
同
書

の
中
で
、
「
旧
シ
ス
テ
ム

（
厳
格
ス
タ
イ
ル
）
」
習
得
の
利
点
を
説
い
て
お
り
、

決
し
て
「
旧
シ
ス
テ
ム
」
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、

レ
イ
ハ
は
こ
れ
を
対
位
法
の
規
則
で
は
な
く
和
声
の
規
則
と

し
て
説
明
し
て
お
り
、
「
旧
シ
ス
テ
ム
」
を
転
回
と
い
う
概
念
の
有
無
で
区
分

し
て
い
な
い
。

一
方
フ
エ
テ
イ
ス
が
著
し
た
対
位
法
に
関
す
る
書
は
、

「
対
位
法
と
フ

l
ガ

概
論
』

一
冊
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

全
二
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
で
は
転
回
の
な

い
単
純
対
位
法
と
単
純
対
位
法
に
基
づ
く
作
曲
法
に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は
転

回
の
あ
る
二
重
対
位
法
と
フ
l
ガ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
単

純
対
位
法
、

二
重
対
位
法
、

フ
ー
ガ
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
区
分
が
見
ら
れ

る
。
本
稿
「
序
」
の
中
で
、

フ
ェ
テ
イ
ス
の

『対
位
法
と
フ
ー
ガ
概
論
』
出
版

に
際
す
る
二
つ
の
目
的
を
挙
げ
た
。
こ
の
う
ち
、

ひ
と
つ
目
の
目
的
と
は
、
こ

の
時
代
ま
で
に
著
さ
れ
た
対
位
法
と
フ

l
ガ
に
関
す
る
理
論
教
育
書
の
内
容

に
、
「
現
代
の
［
つ
ま
り
十
九
世
紀
初
期
当
時
の
］
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
調
性
と

関
連
を
持
つ
、
最
も
厳
格
な
規
則
」

（n
Z
E
U
E
丘
町
に
・

5
N中
）
を
補
完
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
は
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
音
楽
部
門

の
報
告
書
に
明
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

フ
エ
テ
ィ
ス
は
一
八
四
四
年
十

一
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月
二
十
四
日
付
の
音
楽
雑
誌

勾
2
5
a
C
Q
Nミ
な
さ
ま

HSN司
門

出

句

、

Qコ
∞
の

「
対
位
法
の
学
習
」
に
お
い
て
、
「
対
位
法
と
フ
ー
ガ
概
論
』
の
目
的
を
次
の
よ

う
に
説
明
し
た
。

従
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
学
士
院
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
報
告
に
お
い
て
、

ケ

ル
ビ

l
ニ
が
拙
書
［
、

「対
位
法
と
フ
l
ガ
概
論
』
］
に
つ
い
て
思
い
違
い

を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
対
位
法
と
フ
l
ガ
に
関
す
る
諸
先
行
書
が

単
旋
聖
歌
の
調
性
に
則
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
私
が
現
代
の
調
性
を
用

い
た
こ
と
を
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
は
拙
書
の
利
点
の
ひ
と
つ
と
見
倣
し
た
。
拙

書
の
第
一
部
す
べ
て
は
、
単
純
対
位
法
に
基
づ
い
た
作
曲
に
関
す
る
も
の



で
あ
り
、

旧
い
調
性
に
し
か
関
連
し
な
い
。

一
方
、
第
二
部
は
二
重
対
位

法
と
フ

l
ガ
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
調
性
に
基
づ
い
て
い
る

（司氏山門広］｛∞
A
HA
悼

一

ω∞∞）
。

諸対位法の関係をめぐって

こ
の
こ
と
か
ら
、

フ
エ
テ
イ
ス
は
全
て
の
規
則
を
「
現
代
の
調
性

g
ロ白一忘

ヨC
門日巾
吋
ロ
巾
」
下
に
確
立
す
る
の
で
は
な
く
、
単
純
対
位
法
は
「
旧
い
調
性

出
口
三
巾
ロ
ロ
巾

Z
E
－－H

b
」
（
単
旋
聖
歌
の
時
代
か
ら
十
六
世
紀
末
頃
ま
で
用
い
ら

れ
て
い
た
調
性
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
二
重
対
位
法
と
フ
l
ガ
は
「
現
代

の
調
性
」
（
十
七
世
紀
初
期
以
降
の
調
性
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
区

分
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
区
分
を
踏
ま
え
て
、
「
現

代
の
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
調
性
と
関
連
を
持
つ
、
最
も
厳
格
な
規
則
」
の
補
完
と

い
う
本
書
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

十九世紀初期のパリ音楽院における対位法

従
っ
て
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

1

ケ
ル
ビ

l
二
は
「
厳

格
対
位
法
シ
ス
テ
ム
」
と
「
自
由
な
作
曲
シ
ス
テ
ム
」
を
フ
l
ガ
と
い
う
形
式

を
境
に
区
分
し
、

レ
イ
ハ
は
「
旧
シ
ス
テ
ム

（
厳
格
ス
タ
イ
ル
こ
と
「
現
シ

ス
テ
ム

（
自
由
ス
タ
イ
ル
こ
を
時
代
に
よ
っ
て
区
分
し
、
両
者
と
も
が
厳
格

シ
ス
テ
ム
／
ス
タ
イ
ル
習
得
の
必
要
性
を
説
い
た
こ
と
、

2

ケ
ル
ビ

l
ニ
と

フ
エ
テ
イ
ス
が
、
転
回
の
な
い
単
純
対
位
法
と
転
回
の
あ
る
二
重
対
位
法
を
分

け
た
の
に
対
し
、

レ
イ
ハ
は
「
旧
シ
ス
テ
ム
」
を
転
回
と
い
う
概
念
の
有
無
で

区
分
し
て
い
な
い
こ
と
、

3
．
ケ
ル
ビ

l
ニ
は
単
純
対
位
法
を
含
む
厳
格
対
位

法
シ
ス
テ
ム
を
「
現
用
の
調
性
」
に
従
っ
て
説
明
す
る
と
し
、

一
方
フ
ェ
テ
イ

ス
は
新
旧
二
つ
の
調
性
を
「
単
純
対
位
法
」
と
「
二
重
対
位
法

・
フ
ー
ガ
」
間

で
区
別
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
表
一

ー
ー
②
）。
た
だ
し
、
註
6
で
触

れ
た
よ
う
に
、
司

2
5
5
t
・
ω∞
∞
に
お
け
る
フ
ェ
テ
ィ
ス
の
主
張
と
、
実
際

の
理
論
内
容
に
は
や
や
隔
た
り
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、

ー

よ

｛

｝

q
J

か
ら
は
「
守
旧
的
ケ
ル
ビ

l
ニ、

フ
エ
テ
イ
ス
対
自
由
レ
イ
ハ
」
と
い
う
単
純

な
図
式
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

3 

2 

ケ
ル
ビ
l
二
、

フ
ヱ
テ
ィ
ス
の
単
純
対
位
法

レ
イ
ハ
、

3
1
2
1
1
 
二
声
単
純
対
位
法

そ
れ
で
は
、
三
人
の
理
論
の
詳
細
を
検
討
し
よ
う
。
二
一人
の
理
論
に
お
け
る

顕
著
な
相
違
は
、
規
則
全
体
の
基
礎
と
な
る
、
音
程
の
分
類
と
扱
い
、
進
行
に

関
す
る
規
則
、
禁
則
、
転
調
の
規
則
に
認
め
ら
れ
た
。
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ま
ず
、
対
位
法
を
進
め
る
上
で
根
本
的
な
前
提
と
な
る
協
和
音
と
不
協
和
音

の
分
類
に
関
し
て
、
三
者
の
理
論
は
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ケ
ル
ビ

l
ニ

は
完
全
四
度
を
不
協
和
音
に
分
類
し
た
。

一方、

レ
イ
ハ
と
フ
ェ
テ
イ
ス
は
完

全
四
度
を
協
和
音
に
分
類
し
て
い
る

（表

一
ーー
③
）。
た
だ
し
、
両
者
と
も
、

同
音
程
は
不
協
和
音
と
同
じ
働
き
を
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
た
。
ま
た
、

ケ

ル
ビ

l
ニ
と
フ
エ
テ
ィ
ス
の
完
全
協
和
音
（
完
全
五
・八
度
）
、
不
完
全
協
和
音

（
長
短
二一
・六
度
）

の
分
類
は

一
見
共
通
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
や
は
り
相
違

が
見
ら
れ
る
。
ケ
ル
ビ

l
ニ
は
、
完
全
協
和
音
で
あ
る
完
全
五
・八
度
が
不
変

な
の
に
対
し
て
、
不
完
全
協
和
音
で
あ
る
三
・六
度
が
長
短
と
変
化
す
る
こ
と
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フ
ェ
テ
イ
ス
は
音
程
の

を
こ
の
分
類
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

安
定
感

（ぽ
印
巾
ロ
門

5
2士
山
巾
吋
向
。
。
印
）
の
有
無
を
こ
の
分
類
の
根
拠
と
し
て
い

石
（
表
一
ー
ー
④
）
。

同
じ
く
音
程
の
扱
い
と
し
て
は
、
同
度
の
扱
い
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
ケ
ル
ビ

l
ニ
と
レ
イ
ハ
は
曲
の
始
め
と
終
わ
り
に
同
度
の
使
用

を
許
容
し
て
い
る
の
に
対
し
、

フ
エ
テ
イ
ス
は
同
度
を
音
程
と
見
倣
さ
ず
、

き
る
限
り
使
用
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
表
一
ー
ー
⑤
）
。

二
声
第
一

種
の
声
部
進
行
に
関
す
る
規
則
に
も
相
違
が
見
ら
れ
た
。
二
音
の

旋
律
的
関
係
、

つ
ま
り
同
じ
声
部
に
お
け
る
諸
音
の
進
行
に
関
し
て
、

三
者
は

ほ
ほ
同
様
の
規
則
を
規
定
し
て
い
る
が
、
レ
イ
ハ
が
条
件
付
き
で
増
田
、
長
六
、

減
七
度
を
許
容
し
た
点
で
他
の
二
人
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る

（
表
一
ー
ー
⑥
）
。

ま
た
、
第
四
種

（シ
ン
コ
ペ

l
シ
ヨ
ン
）
に
お
い
て
、
ケ
ル
ビ

l
ニ
は
、
四
度

と
九
度
の
使
用
を
慎
む
べ
き
と
し
、

フ
ェ
テ
ィ
ス
は
こ
れ
ら
の
進
行
を
奨
励
し

て
い
る

（
表
了

φ
）。

さ
ら
に
二
声
第

一
種
に
お
い
て
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
と
レ
イ
ハ
が
完
全
五
度
の
連

続
と
完
全
八
度
の
連
続
を
禁
止
し
て
い
る
の
に
対
し
、

フ
エ
テ
イ
ス
は
完
全
五

度
と
完
全
八
度
の
他
に
、
六
度
の
反
進
行
以
外
で
の
連
続
と
長
三
度
の
順
次
進

行
で
の
連
続
も
禁
止
し
た

（
表
一
｜
③
）
。

そ
の
上
、
ケ
ル
ビ

l
ニ
と
フ
ェ
テ
イ

ス
の
理
論
間
で
は
、
完
全
五
度
の
連
続
を
禁
止
す
る
理
由
も
異
な
る
。
ケ
ル
ビ
ー

ニ
は
、
第

一
声
部
と
第
二
声
部
の
調

（Z
D）
が
違
う
こ
と
、

つ
ま
り
、
横
の

旋
律
が
属
す
る
調
が
違
う
こ
と
を
連
続
音
程
禁
止
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。
例
え
ば
、
譜
例

一
の
イ

に
お
け
る
完
全
五
度
の
連
続
は
、
第

一
声
部
が

ト
長
調
、
第
二
戸
部
が
ハ
長
調
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
調
に
属
す
る
音
階
か
ら

（g
D）
が
違
う
こ
と
を
禁
止
の

形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ェ
テ
ィ
ス
は
、
縦
の
和
声
が
属
す
る
調

理
由
と
し
て
挙
げ
た
。
譜
例

で

の
ロ
．
第

一
小
節
目
の
最
初
の

和
音
は、

へ
長
調
の
主
音
上
の

完
全
五
度
、
後
の
和
音
は
ト
長

調
の
主
音
上
の
完
全
五
度
で
あ

り

フ
エ
テ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、

」
の
進
行
は
二
つ
の
調
が
連
続

し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え

る

（
表
一

｜
⑨
）
。

同
様
に
禁

別
で
あ
る
隠
伏
五
・八
度
に
つ

い
て
は
、

ケ
ル
ビ

l
二
は
二
声

部
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が
、
変

位
に
よ
る
半
音
進
行
を
す
る
場

合
の
み
こ
れ
を
許
容
し
て
お

り
、
こ
の
点
で
、

フ
エ
テ
イ
ス

の
理
論
と
異
な
っ
て
い
る
。
レ

イ
ハ
は
こ
の
規
則
に
つ
い
て
明

言
し
て
い
な
い

（
表
一
ー
ー
⑧
）
。

ト長調

ノ、長調

禁則の理由の相違

ケルビーニの完全五度禁止の理由 （Cherbinis. d.: 5作図追加は大迫による［以下同様］）
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譜例ー

イ

ロ



転
調
に
関
し
て
は
、
ケ
ル
ビ

l
ニ
の
転
調
の
可
能
性
は
、
レ
イ
ハ
や
フ

ェ
テ
イ

ス
に
比
べ
て
幾
分
限
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

レ
イ
ハ
と
フ

エ
テ
イ
ス
は
元

の
調
の
上
下
方
五
度
調
と
、
元
の
調
お
よ
び
そ
の
上
下
方
五
度
調
の
関
係
調
へ

の
転
調
を
認
め
て
い
る
が
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
の
理
論
は
、
特
に
短
調
で
は
元
の
調

諸対位法の関係をめぐって

の
関
係
長
調
へ
の
転
調
の
み
を
認
め
て
お
り
、
上
下
方
五
度
調
お
よ
び
下
方
五

度
調
の
関
係
調
へ
の
転
調
を

一
時
的
に
し
か
許
さ
な
い
。
長
調
に
関
し
て
も
、

例
え
ば
ハ
長
調
を
例
に
と
る
と
、
そ
の
下
方
五
度
調
で
あ
る
へ
長
調
、
そ
の
関

係
短
調
で
あ
る
ニ
短
調
へ
は

一
時
的
に
し
か
転
調
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

」
れ
ら
の
調
に
含
ま
れ
る
変
ロ
と
嬰
ハ
が
、
元
の
調

つ
ま
り
ハ
長
調
の
導
音

と
主
音
を
弱
め
る
か
ら
と
ケ
ル
ビ

l
二
は
説
明
し
て
い
る

（表

一
｜
⑮
）。

そ
の
他
、
ケ
ル
ビ

l
ニ
の
理
論
に
お
い
て
各
種
で
の
終
止
直
前
の
音
程
が
細

か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
点
、
第
二
種
以
上
に
お
け
る
強
拍
で
の
連
続
音
程
が
条

十九世紀初期のパリ音楽院における対位法

件
付
き
で
許
容
さ
れ
て
い
る
点
、
付
点
音
符
使
用
の
条
件
等
に
、

フ
エ
テ
イ
ス

の
理
論
と
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。

q
u
i
－
つι
ーー
っι
．
三
声
以
上
単
純
対
位
法

最
後
に
、

三
人
の
理
論
家
達
の
三
声
以
上
の
単
純
対
位
法
に
お
け
る
相
違
点

を
検
討
す
る
。
中
で
も
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
不
協
和
音
の
予
備
と
解
決
に

関
す
る
規
別
で
あ
る
。
三
人
の
理
論
に
お
い
て
、
不
協
和
音
に
は
二
つ
の
使
用

法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

二
つ
の
協
和
音
聞
の
弱
拍
で
経
過
音
と
し

て
用
い
る
か
、
シ
ン
コ
ペ

l
シ
ヨ
ン
に
お
い
て
予
備
と
と
も
に
強
拍
で
用
い
る

と
い
う
こ
つ
で
あ
る
。
シ
ン
コ
ペ

1
シ
ヨ
ン
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
不
協
和
音
を

用
い
る
際
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
は
、

ペ
ダ
ル
上
で
の
不
協
和
音
の
不
協
和
音
に
よ
る

予
備
お
よ
び
不
協
和
音
の
不
協
和
音
へ
の
解
決
を
許
容
し
て
い
る
。
レ
イ
ハ
は

不
協
和
音
の
不
協
和
音
へ
の
解
決
を

「厳
格
ス
タ
イ
ル
」
に
お
い
て
禁
止
し
た
。

し
か
し
彼
は
同
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
条
件
付
き
で
二
つ
の
不
協
和
音
の
連
続
を

許
容
し
、
減
音
程
の
予
備
な
し
の
使
用
を
認
め
て
い
る
。
フ
エ
テ
イ
ス
は
不
協

和
音
に
よ
る
不
協
和
音
の
予
備
と
解
決
お
よ
び
不
協
和
音
の
連
続
を
許
容
し
て

、
ご
、

し
手
匂
し

（
表
一
ー
ー
⑪
）
。

ま
た
、

四
声
対
位
法
で
は
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
と
レ
イ
ハ
の
理
論
問
で
、
不
協
和

音
と
し
て
機
能
す
る
四
度
の
扱
い
に
つ
い
て
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
ケ
ル

ピ
l
ニ
は
、

ペ
ダ
ル
上

・
上
声
部
で
、
完
全
四
度

（
つ
ま
り
不
協
和
音）

に
予
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備
さ
れ
る
強
拍
で
の
完
全
四
度
の
使
用
を
許
容
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

方
レ
イ
ハ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
強
拍
で
の
完
全
四
度
に
は
協
和
音
の
予
備
が

必
要
で
あ
る
（
表

一
ー
ー
⑫
）
。
し
か
し
レ
イ
ハ
は
増
四
度
の
予
備
な
し
の
使
用
を
、

フ
エ
テ
ィ
ス
は
、
京
（
H
増
）

六
度
を
伴
、
つ
と
い
う
条
件
付
き
で
認
め
て
い
る
。

四
度
の
予
備
な
し
の
使
用
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
彼
は
こ
の
音
程

の
予
備
な
し
の
使
用
を

「現
代
の
調
性
」
の
特
徴
と
見
倣
し
て
い
た
た
め
、
「旧

い
調
性
」
内
に
あ
る
と
彼
が
考
え
て
い
た
単
純
対
位
法
の
規
則
で
は
、
通
常
予

備
な
し
の
使
用
を
認
め
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
他
に
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
と
フ
ェ
テ
イ
ス
の
理
論
間
で
、
各
声
部
聞
の
音
程

や
進
行
に
関
す
る
規
則
の
細
か
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。
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表ー． 三者の理論における主要な相違点の比較

(Cherubini s. d., Reicha s. d., F剖ss. d.を参考に大迫作成）

ケルビーニ レイノ、 フェティス

①対位法と和声理論の関係 対位法と和声理論は別のもの 対位法与平日戸理論 対位法4日声理論

和声理論習得後に対位法

を学ぶ

②対位法書における区分 「厳格対位法システム」 「旧システム ／厳格スタイル」

（単純対位法、模倣、 二重 （卜七世紀末まで）

対位法）

「自由な作曲システム」 「現システム／自由スタイル」

（フーガ） （現用）

「単旋聖歌の調性」 「l日い調性」

（単純対位法、模倣）

「現用の調性」（単純対位法） 「現代の調性」

（二重対位法、フーガ）

二声単純対位法

③ 音程の分類 ／完全四度 ：不協和音 ｝協和音 i協和音

④音程の分類の根拠 ／完全・ 完全協和音は不変 安定感の有無

不完全協和音 不完全協和音は長短の変

化あり

①音程の扱い ／同度 曲の初めと終わりで使用可 llllの初めと終わりで使用可 使用を避ける ／音程ではない

⑥声部進行 ／旋律的関係 長短二 ・長短三 ・完全凹 ・ケルビーニの許容音程およ 長短三 ・完全四 ・完全五・

完全五・短六度、オクター び、増四、長六、減七度可 短六度、オクターヴ可

ヴ可

⑦声部進行 ／第4種・シンコ 四・九度音程の使用を避ける 四・九度音程の使用を奨励

ベ目ーン、ヨンー

~禁則 連続五・八度 連続五・八度 連続五・八度

隠伏五・八度＊ 隠伏五・八度

・二戸部のうちのどちらかが、 六度の反進行以外での連続

変位による半音進行をする 長三度の順次進行での連続

場合は可

③禁則の理由 ／連続五度 平行する旋律における二つ 杭｜声における二つの調の連続

の調の共存

⑬転調の可能性 長調：上五度長調と元の調 長調：上下五度長調と 長調：上下五度長調に転調

の関係短調 それらおよび元の調の関係 後、それらおよび元の調の

・一時的に下五度長調とその 短調 関係短調

関係短調

・ごく一時的に上五度長調の

関係短調

短調：関係長調 短調：上下五度短調とそれ 短調．上下五度短調に転調

・一時的に上下五度短調と、 らおよび元の調の関係長調 後、それらおよび元の調の

下五度短調の関係長調 関係長調

三声単純対位法

⑪不協和音による不協和音の ペダル上で可 不可、ただし不協和音の述 不可

予備と解決 続可（条件付き）

四声単純対位法

⑫強拍上の完全四度 ペダル上で協和音の予備な 協和音の予備ありで可 不可

しで可
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4
．
結
論

こ
こ
ま
で
、
ケ
ル
ビ

l
ニ、

レ
イ
ハ
、

フ
エ
テ
ィ
ス
の
、
対
位
法
と
和
声
理

諸対位法の関係をめぐって ー

論
の
関
係
、
対
位
法
書
に
お
け
る
区
分
、

二
声
お
よ
び
三
声
以
上
の
単
純
対
位

法
の
理
論
そ
の
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
三
者
の
理
論
関
係
の
諸
相
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
。
対
位
法
と
和
声
理
論
の
関
係
に
関
し
て
は
、
対
位
法
と

和
声
理
論
を
別
の
も
の
と
考
え
、
和
声
理
論
習
得
後
に
対
位
法
を
学
ぶ
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
た
ケ
ル
ビ

l
ニ
と
、
対
位
法
と
和
声
理
論
を
ほ
ぼ
同

一
の
も
の

と
見
倣
し
て
い
た
レ
イ
ハ
、
フ
ェ
テ
ィ
ス
と
い
う
大
ま
か
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
対
位
法
書
に
お
い
て
は
、
各
理
論
家
に
よ
る
様
々
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の

区
分
が
認
め
ら
れ
た
。
中
で
も
と
り
わ
け
、
単
純
対
位
法
を
「
現
用
の
調
性
」

十九世紀初期のパリ音楽院における対位法

に
従
っ
て
説
明
し
た
ケ
ル
ビ

l
ニ
と
、
現
旧
二
つ
の
調
性
を
「
単
純
対
位
法
」

と
「
二
重
対
位
法
・
フ
l
ガ
」
間
で
区
別
す
べ
き
と
し
た
フ
エ
テ
イ
ス
、
と
い

う
対
比
は
、
ケ
ル
ビ

l
ニ
が
フ
エ
テ
イ
ス
の

「対
位
法
と
フ

l
ガ
概
論
』
に
期

待
し
た
理
論
内
容
と
、
実
際
フ
ェ
テ
イ
ス
が
こ
の
本
で
意
図
し
た
内
容
と
の
問

に
ず
れ
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
理
論
内
容
に
お
い
て
は
、

二
声

単
純
対
位
法
で
は
特
に
完
全
四
度
音
程
の
分
類
、
転
調
の
可
能
性
に
関
し
て
、

フ
ェ
テ
イ
ス
の
理
論
に
類
似
が
認
め
ら
れ
、

レ
イ
ハ
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
は
二
人
と

は
異
な
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

一
方
、
同
度
の
扱
い
、
禁
則
に
関
し
て
は
、

レ
イ
ハ
の
理
論
が
似
通
っ
て
お
り
、

ケ
ル
ビ

l
ニ、

フ
エ
テ
イ
ス
と
ケ
ル
ビ

l

ニ
は
音
程
の
分
類
の
根
拠
や
禁
則
の
根
拠
等
に
関
し
て
別
々
の
見
解
を
見
せ
て

い
た
。
旋
律
声
部
の
進
行
に
お
い
て
は
レ
イ
ハ
が
増
減
音
程
を
許
容
し
た
こ
と

に
よ
り
、
他
の
二
人
と

一
線
を
画
し
た
。
さ
ら
に
一一一
声
対
位
法
で
は
、
不
協
和

音
の
不
協
和
音
に
よ
る
予
備
と
解
決
に
関
し
て
、

四
声
対
位
法
で
は
四
度
音
程

の
扱
い
に
関
し
て
、

三
者
の
異
な
る
見
解
が
明
確
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
者
の
対
位
法
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

二
人
の
理
論
書
を
巡
る
諸
著
述
や
、
フ
エ
テ
イ
ス
の

『対
位
法
と
フ
l
ガ
概
論
』

出
版
の
目
的
と
し
て
公
言
さ
れ
た
記
述
に
は
表
れ
て
い
な
い
複
雑
な
関
係
が
三

人
の
単
純
対
位
法
に
さ
え
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
先
行
研
究
が

打
ち
立
て
た
「
厳
格
な
規
則
を
重
ん
じ
た
守
旧
的
理
論
対
自
由
な
発
想
に
よ

る
理
論
」
と
い
う
対
立
の
図
式
に
関
し
て
、
仮
に
こ
の
自
由
と
い
う
言
葉
を
伝
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統
的
な
規
則
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
三
者
と
も
が
な
し

て
お
り
、
そ
の
一
方
で
ケ
ル
ビ

l
ニ
と
レ
イ
ハ
の
両
方
が
厳
格
対
位
法
（
厳
格

ス
タ
イ
ル
）

の
習
得
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
従
っ
て
三
者
の
理
論
は
、
こ
の
二
項
対
立
に
単
純
化
で
き
な
い
三
様
の
理

論
で
あ
り
、
関
係
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
、
古
楽
復
興

が
目
指
さ
れ
、
旧
い
も
の
の
価
値
が
認
識
さ
れ
た
十
九
世
紀
初
期
フ
ラ
ン
ス
の

音
楽
界
で
、
十
九
世
紀
初
期
と
い
う
時
代
に
叶
っ
た
「
厳
格
な
規
則
」
の
確
立

と
い
、
っ
、

ケ
ル
ビ

l
ニ
が
ま
さ
に

『対
位
法
と
フ
l
ガ
概
論
」
に
お
い
て
目
指

し
た
目
的
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
で
視
点
を
た
が
え
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
が
今
日
、
あ
る
程
度
統

一
し
た
も
の
と
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み
な
し
て
い
る
対
位
法
の
体
系
化
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
折
衷
的
な
姿
勢
と

諸
理
論
の
関
係
の
多
様
性
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

註（1
）

マ

ギ
l
は
開
B

S

E
E
m
－－

S
J1ら
の
諸
先
行
研
究
に
お
け
る
解
明
点
を
整
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
三
人
の
理
論
対
立
と
い
う
問
題
を
論
じ
た
が
、
具
体
的
な
理
論
対

立
要
素
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
研
究
の
目
的
に
含
ま
れ
な
い
と
の
立
場
を

取
っ
て
い
る
（
冨
白
岡
市
内
忌
寸
寸
一

N

∞）
。
こ
れ
以
降
の
研
究
に
お
い
て
も
三
人
の
理

論
の
詳
細
か
ら
そ
れ
ら
の
関
係
を
解
明
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
さ
れ
て
い

t、

。

ナ

hdu

（
2
）

今

日

一
般
的
に
単
純
対
位
法
と
呼
ば
れ
る
転
回
の
な
い
対
位
法
の
呼
び
方
や
扱

い
は
、

三
人
の
理
論
に
お
い
て
異
な
る
。
本
稿
で
は
、
ケ
ル
ビ

l
－
一
、
フ
エ
テ
イ

ス
の
理
論
に
つ
い
て
は
二
重
対
位
法
（
転
回
対
位
法
）
の
前
段
階
と
し
て
説
明
さ

れ
た
対
位
法
を
単
純
対
位
法
と
呼
び
、
レ
イ
ハ
の
理
論
に
つ
い
て
は
厳
格
対
位
法

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
を
単
純
対
位
法
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
3
）
コ
ン
ス
タ
ン
・
ピ
エ

l
ル
は
、
十
九
世
紀
に
生
き
た
本
著
の
編
者
で
あ
る
。

（
4
）
早
く
も
一
八
三
七
年
に
は
英
語
翻
訳
版
（
の
宮
「
E
E
E
＼
出
血
ヨ
一件
。
ロ
】
毘
叶
）

が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
出
版
年
不
明
の
ス
テ

l
ペ
ル
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳
版

R

Z

E

E
E

＼
ω
g岳
色
目
己
）
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
の
対
訳
の
形
で
翻
訳
さ
れ
、
出

版
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
単
純
対
位
法
の
説
明
は
、
二
声
か
ら
八
声
ま
で
の
も
の
を
各
一

1
五
種
に
分
け

て
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
的
な
形
は
十
八
世
紀
か
ら
今
日
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
る
ヨ
ハ
ン

H
ヨ
ゼ
フ
・
ブ
ッ
ク
ス
の

『グ
ラ
ド
ゥ
ス
・
ア
ド
・
パ
ル
ナ
ァ

ス
ム
」
の
伝
統
を
基
本
的
に
は
踏
襲
し
て
い
る
。
フ
エ
テ
ィ
ス
の
単
純
対
位
法
も

同
様
の
方
法
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
し
か
し
、
フ
ェ
テ
ィ
ス
は
、

実
際
は
、
第

一
部
の
単
純
対
位
法
の
説
明
で

「
現

代
の
調
性
」
に
関
連
す
る
長
短
音
階
に
基
づ
く
転
調
に

つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
彼
の
理
論
に
お
い
て

「
旧
い
調
性
」
に
存
在
し
な
い
音
で
あ
る
「
導
音
」

に
関
す
る
規
則
が
単
純
対
位
法
の
規
則
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

（7
）
音
楽
理
論
に
お
け
る
音
程
の
分
類
等
の
各
規
定
と
、
異
な
る
理
論
間
に
お
け
る

そ
の
相
迭
を
巡
る
諸
問
題
は
、
音
楽
理
論
確
立
以
来
、
諸
理
論
家
お
よ
び
諸
理
論

研
究
者
の
中
心
的
な
論
題
と
な
っ
て
き
た
。

（8
）
「
安
定
感
」
は
、
フ
エ
テ
イ
ス
の
理
論
に
お
い
て
「
終
止
感
一
冊
目
巾
ロ
巴
ヨ
巾
コ
斤
含

R
a
h－E
」
と
も
換
言
さ
れ
る
。
安
定
感
と
立
日
程
の
分
類
に
関
す
る
詳
細
は
、
大
迫

二
O
一
一
一
九
九
頁
a

一
O
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
9
）
フ
エ
テ
イ
ス
の
理
論
に
お
け
る
音
程
の
名
称
に
関
す
る
詳
細
は
、

二
O
一一

・
九
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

大
迫
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